
Q.「課題図書」「自由図書」ってなんですか？
A.読書感想文コンクールの主催者が指定した本を読
んで書くのが「課題読書」です。本の専門家の先生方

が、新しく出版されたたくさんの本の中から、年齢に

合わせて、多くの感動を得られたり新たな知識を得ら

れたりする本をフィクション、ノンフィクション、外

国作品など幅広く選んだものです。一方、自分で読み

たい本を自由に選んで読書感想文を書くのが「自由読

書」です。フィクションでも、ノンフィクションでも

かまいません。

読
書
感
想
文
Q
＆

A

Q.感想文は、何のために書くのですか？
A.書くことによって考えを深められるからです。読書
感想文を書くことを通して思考の世界へ導かれ、筆者が

言いたかったことに思いをめぐらせたり、わからなかっ

たことを解決したりできるのです。「読書感想文」は考

える読書ともいわれます。また、どんなに強く心を動か

されても、時がたてばその記憶はうすれてしまいます。

読書感想文は自分自身の記録です。読み返すことによっ

て、いつでも「感動した自分」に出会うことができるの

Q.どんな本を読んだらいいのかわかりません；
A.思いっきり楽しめたり、自分を見つめなおしたり、
新しいことを教えられたり・・・。自分の心を突き動か

してくれる本が、その人にとっての「良い本」だといえ

ます。自分に合った、心を動かされる本を探してみま

しょう。迷ったら自分のことをよく知っている人、家族

や、担任の先生、部活の先生、図書館司書に相談してみ

ましょう。友達と話し合うのもいいですね。

Q.本の本文や解説などを引用してもいいですか？

A.できるだけ自分のことばを使って書くようにしま
しょう。確かに解説やあとがきなどは、本の世界をより

深く解説するために参考になることがあります。ですか

ら、場合によっては引用する必要が出てくるかもしれま

せん。そのときには、どうしても必要な部分だけ「」

（カッコ）でくくりましょう。

Q.題名はどうつけたらいいですか？
A.本を選ぶとき、本の題名を見ながら「おもしろい
かな？」とか「読んでみようかな？」と考えることはあ

りませんか？魅力的な題名は人を引き付ける力がありま

す。せっかく書いた読書感想文ですから、人が読んでみ

たくなるような題名を考えましょう。自分が一番感動し

たことやもっとも言いたいことの、中心となることばを

考えて題名にするといいでしょう。

Q.何をどう書けばいいのかわかりません；

A.本を読んで自分がどこに感動したのか、なぜ感動
したのか考えてみましょう。そして、もう一度本を読

んでみましょう。自分の生き方や経験と、本の世界と

を照らし合わせると、いろいろなことが見えてきます。

感じたこと、思ったこと、連想したことなどを忘れな

いうちにメモをとっておきましょう。そのメモを補っ

たり、順番を入れ替え、どう書いたら自分の心の動き

にぴったりするか？それが人にうまく伝わるかを考え

てみましょう。

夏休みとなりました！暑い毎日ですが、学校生活以外での経験値をあげる機会をたくさん作ってみてください。暑さが厳しい時には、読書を活用して広い視野や深い知識を得ましょう。
本校では今年も読書感想文の課題があります。感想文にチャレンジしたくなる本をたくさん用意しましたので、自分の糧になる本を探しに図書館にきてください。

静岡県立浜松湖北高等学校図書館通信

R6 .7 VOL4

伊予原 新 著
文藝春秋社
定価1,760円

『宙わたる教室』

「もう一度学校に通い

たい」と定時制高校に

集った生徒達。科学部

を結成し、実験を通し

て一つになっていく。

ドラマチックな青春科

学小説！

『優等生サバイバル！

青春を生き抜く13の法則』

成績に一喜一憂する日々

に、はじめてのホントの

恋！ ハードな高校生活

を生き抜くために、「優

等生」のジュノが見つけ

た法則とは？

ファン・ヨンミ著

評論社

定価1,650円

太田ゆか著

河出書房

定価1,562円

『私の職場はサバンナです！！』

南アフリカ政府公認の

サファリガイドが伝え

るサバンナの動物たち

の生態、環境保護の最

前線、自然と共生する

ために大切なこと。

【選定理由】

定時制高校の実話が、高校生には意外性をもって受け

止められる。主人公が学びに目覚めるプロセス、かつ

科学分野に目を向けていく点に多様な読書感想文が期

待できる。

【選定理由】

南アフリカでサファリガイドになる、主人公のアク

ティブな生き方は高校生には新鮮で、文系・理系問わ

ず読める、楽しく魅力ある作品。生物多様性を考える

きっかけにもなる。

【選定理由】

日本よりも厳しいといわれる韓国の受験戦争真っただ

中の高校生を描き、日本の高校生にも共感をもって、

さまざまな読書感想文が寄せられることが考えられる。

物語のテンポの良さを評価。


